
東日本大震災時の婦人防火クラブの活動に関する調査報告東日本大震災時の婦人防火クラブの活動に関する調査報告

㉔ ㉕

５.今回の地震から学んだこと、感じたこと、役立った対策など、ご自由に
ご記入下さい（自由記述）

⑴　活動に関すること
（良かった点）
・普段からコミュニケーションをとっていたため協力的かつ迅速な対応
ができた。

・事前に「家族調書」を作成していたので、高齢者の一人暮らし世帯へ
の食事や食料品を届けることができた。

・対策本部が設置され、町内会、消防団との毎日の打合せに出席し、避
難所の全体の様子が分かり、婦人防火クラブで出来ることなど役割分
担が確認できた。

・研修会のおかげで、常に心の準備ができていたため、あわてず行動で
きた。

・当町内会は自主防災組織が見直され再活動していましたので、婦防だ
けではなく町内会役員一同、被災状況、安否確認活動がいち早く出来
ました。

・いざというときに何でも人のために出来ると、確信出来ました。
・消防団からの声がけがあり、炊き出しの準備がスムーズにできた。
・町内会、婦人防火クラブ員の声がけで中学校へ避難した方への炊き出
しなど多くの人が手伝ってくれた。

・住民の団結力、若い世代の積極参加にとても嬉しく思いました。
・地震発生時、火事にならなかったことが本当に良かったと感じていま
す。

・町内会と集会所を拠点に役員の一員として、連日定刻に集合、情報を
交換し対策を立て行動した。

・町内会役員をはじめ多くの方々の援助と協力、そして個人個人の自覚
と取り組みで、今回の震災を乗り切ったのではないかと思います。

・町内会長が各アパートの世帯状況を把握していたので、安否確認がス
ムーズにいきました。

（問題点や課題）
・通信網が機能せず、炊き出しの応援をしてもらいたくても連絡がつか
なかった。

・町内で約束していた安否確認の方法（玄関に白いタオルをかけてお
く）が、ほとんどの家庭で出来ていなかった。

・自宅が被災したりすると、なかなかお手伝いするのは難しいと感じた。
・炊き出しのアルファ米の炊飯方法が仙台と他都市で異なる場合があり、
戸惑った。

・電話が通じない時の連絡方法が不備であった。
（対応策など）
・町内会と連携した活動体制の確立。
・情報をいかに早く正しく得て、提供することが必要。
・震災後、婦人防火クラブ員は、報道等で「震度5強」の地震が発表され
た場合、自主的に集会所に集まることに決めました。

・町内会独自の取り組みとして、防災訓練時には安否確認として、各家
庭の郵便受けに白いタオルを掲げるという約束事を決める。

・一定規模以上の災害の場合、安否確認の仕方について各地区の状況を
参考にしながら対応したい。

・町内会で防災チームを結成する予定。
・通信網が途絶した場合の連絡方法を決める。
・町内の役員が不在でも、活動できる体制が必要。

⑵　防災訓練に関すること
（良かった点）
・自助の大切さが家族にも徹底されました。
・町内会と連携した訓練を実施していたので、地震後あわてずに活動で
きました。

・訓練で防災意識を高めてきたので自助の意識付けになった。
・訓練をしていたので段取り、チームワークがスムーズに進みました。
・コミセン資機材を使った訓練が大変役に立ちました。
（問題点や課題）設問4回答再掲出
・想定以上の災害であった。

・避難所運営の訓練をしていなかった。
・主に火災を想定した訓練中心だった。
・今回の震災は今まで行ってきた消火、救助、通報等の活動を必要とし
なかった。

・今回の震災はけが人や火災が発生せず、今まで行ってきた訓練を必要
としなかった。

・ほかの地域の避難者を受け入れる想定をした訓練をしていなかった。
・長期に及ぶことを想定した、震災時の対応訓練ではなかった。
・訓練どおりに町内会と連携できなかった。
・電話が使えずクラブ員に情報伝達が出来ず活動が出来なかった。
・安否確認の役割担当者が不在のため、確認作業が訓練どおりいかな
かった。

・訓練は毎年同じことのくり返し、もっと有意義なことを学ばせてほし
い。

・余震が続くなか、身を守るのに精一杯だった。
・家庭のことをするのが精一杯だった。
・自宅の被害が大きかったため、自分と家族の安全確保、安否確認に追
われた。

（対応策など）
・「3.11大震災を語り合う会」を開催し今後の対応策を確認した。
・防災について基本的なことを徹底して話し合っていく必要がある。
・一人でも多くの参加を呼びかけ、より多くの防災意識を持ってもらう
ことが必要。

・自助が大切、子供たちに同じ考えを持たせることが必要。
・都市型地震被害に対する防災を考えていましたが、津波、原発などこ
れからの防災を考えなければならない。

・何度も同じ訓練をすることが必要。
・判断力を身につけるには、やはり訓練が必要である。

⑶　避難、避難所に関すること
（良かった点）
・役員さんはじめ、民生委員さんなどと協力してがんばりました。
・小学校の避難所運営については、地区災害対策実行委員会が昨年設立
され、動き始めていたことが大変良かった。

・小学校には備蓄もあり、校長・教頭・6町内会長そして婦防にて災害対
策本部を設置し、避難者への対応にあたった。

・避難所に温かい食事を提供した時、ありがとうと喜んでくださいまし
た。私たちも嬉しかったです。

・避難所となった学校で、3町内会の婦人防火クラブが炊き出しの担当と
なったが、普段から訓練をしていたことが大変役に立った。

・町内会長の判断により集会場を開放していただき、集まった人たちで
食材を持ち寄り、炊き出し、水汲み、掃除と分担して10日間避難の
日々を過ごしました。

・高齢者の家の片付けをボランティアに依頼できた。
・ボランティアの方々に感謝しています。

（問題点や課題）
・行政からの指示がなかった。
・避難所の入り口には役所の方の姿が見えず、中に入っていくのがため
らわれた。

・学校の先生方ともう少し連携がとれればよかった。
・避難所に行けない高齢者に食料を分けていいとかダメとか一貫性がな
かった。

・避難所によって格差を感じた。
・避難所の人数の多さ、期間の長さには防火クラブ員としては手も足も
でなかった。

・周りの人に気を使ってしまうなどの理由で避難所に行けなかった人が
いた。

・交通機関がマヒしたため、避難者が集中し、地域住民が学校に避難で
きなかった。

・避難所がいっぱいになり、集会所に行った方に支援物資が提供されな
かった。

・在宅避難者にも支援物資が欲しかった。
・集会所はあくまで一時的なものであることを説明したが、避難所には
行けない事情（高齢、体調不良）を持った方が30名ほど集まった。

（対応策など）
・各区の連合町内会の連絡体制の構築が必要。
・市民センター、集会所を避難所として活用する。
・在宅避難者等に支援物資が均等に提供できるシステムが必要。
・今後、避難所の手伝いについてルール作りが必要。
・東部道路を避難所に指定する。

⑷　備蓄に関すること
（良かった点）
・栄養機能食品を近所に提供できた。
・電気の回復が早かったのでオール電化の世帯に助けられた。
・食品メーカーから、うどん、そばをいただき心から感謝しています。
・商工会からプロパンガスを提供していただいたこと。
・防火クラブの研修のおかげで備蓄品も揃っていました。
・近所に井戸があり洗い水用に使えたこと。
・屋外でも使用できるストーブ、コンロが役に立った。
・災害協定を結んでいる○○町の支援（米、燃料、水等）があった。
（問題点や課題）
・防寒対策が不十分でした。
・備蓄していた携帯トイレの数が間に合わなかった。
・ライフラインが止まると、日常の基盤がなくなることを知りました。
・非常持ち出し品を準備していたがタンスが倒れ取り出すことが出来な
かった。

・一人暮らしの世帯で備蓄品の用意が出来ていない。
・食料の備蓄は十分だがガソリン等の燃料が足りなくなり確保も難し
かった。

（対応策など）　
・食料、水の備蓄を増やすべき。（最低3日以上）
・被災のない場所へ備蓄品等を置く。（津波による水害を考慮する）
・備蓄品の確認を定期的に実施。
・救急用品を備えておくことが必要。
・避難所の備蓄には限りがあるので、各家庭でしっかり備蓄をすべき。
・消耗品は多めに用意し、常に手の届くところに置いておくようにしたい。

■まとめ
　　今回の「東日本大震災時の婦人防火クラブの活動に関する調査」は、
婦人防火クラブの東日本大震災時の活動状況を把握・分析し、今後の
活動の見直しや活性化により、地域の災害対応力の向上を図ることを
目的に行ったものである。

　　調査票の回収状況は80.2％（430票）と高く、婦人防火クラブの防災
意識の高さが窺い知れる。地域別をみると、青葉地区が91.5％、宮城
野地区が92.0％、若林地区が73.0％、太白地区が74.7％、泉地区が
87.5％、宮城地区が71.1％であった。地区別の違いはそれほど顕著では
ないが、青葉地区、宮城野地区と泉地区が多く、若林地区、太白地区
と宮城地区はやや少ないという結果になった。

１.活動について
　　今回の震災における町内会と連携した活動について、約65％の婦人
防火クラブが「活動した」と回答しており、「活動していない」と回
答したクラブを大きく上回った。

　　また、活動内容については、「炊き出し」（約70％）や「安否確
認」（約60％）と回答したクラブが突出して多かった一方で、「消火
活動」、「救助活動」や「応急手当」等の応急活動を回答したクラブ
はいずれも数％と少なく、津波浸水地域を除く他の地域では、地震規
模（Ｍ９）のわりには家屋や人的被害が少なかったことが窺い知れる。

　　また、「避難所運営」（約30％）と回答した婦人防火クラブも多く、
各地区のクラブの多くが指定避難所や集会所で活動したことがわかっ
た。なお、「その他」の活動として、二次災害を防止するため「夜回
り」や「通電火災防止のための防火訪問」を行ったクラブもあった。

　　自由記述には、「普段からコミュニケーションをとっていたため迅

速な対応ができた」、「町内会役員をはじめ多くの方々の援助と協力、
そして個人個人の取組みで、今回の震災を乗り切ったのではないかと
思います」といった日頃の備えや地域の連携により満足できる活動が
できたという意見があった一方で、「通信網が機能せず、炊き出しの
応援をしてもらいたくても連絡がつかなかった」、「自宅が被災した
りすると、なかなかお手伝いするのは難しいと感じた」といった活動
の担い手の不足の理由により活動が困難だったといった意見があった。

　　こうしたことから、震災時に婦人防火クラブがどのような活動を行
うのか、活動の担い手をいかにして確保するのかといった課題につい
て、今後検討する必要がある。

２.防災訓練について
　　これまで行ってきた町内会と連携した防災訓練の効果について、
「大変役に立った」と「多少は役に立った」と回答した婦人防火クラ
ブは約70％を超えており、多くがこれまでの訓練が有効だったと認識
していることがわかった。しかし、約24％のクラブは「あまり役に立
たなかった」と回答していることから、今後、今回の大震災を踏まえ
これまでの防災訓練を基にその内容を見直し、より実践的で、かつ、
効果的な訓練を婦人防火クラブに働きかける必要がある。

　　自由記述には、「町内会と連携した訓練を実施していたので、地震
後あわてずに活動できた」という意見がある一方で、「避難所運営の
訓練をしていなかった」、「主に火災を想定した訓練中心だった」、
「長期に及ぶことを想定した対応訓練ではなかった」などの理由から、
「あまり役に立たなかった」という意見もあった。また、「訓練どお
りに町内会と連携できなかった」、「安否確認の役割担当者が不在の
ため、確認作業が訓練どおり行かなかった」といった意見もあった。

　　こうしたことから、今後は、基礎的な訓練の繰り返しにより災害時
の活動に必要な知識や技術を習熟するとともに、震災時の活動体制に
ついても見直しすることが求められている。

３.その他
　　設問1から４により、今回の大震災時の婦人防火クラブの活動や防災
訓練の効果について回答していただいたが、設問５の「今回の地震か
ら学んだこと、感じたこと、役立った対策」に関する自由記述のテー
マとして、「避難所運営」や「備蓄」に関する事項が多かったことか
ら、これらについてここで紹介する。

⑴　避難所運営について
　　避難所の運営に関する自由記述には、「役員さんはじめ、民生委員
さんなどと協力してがんばりました」、「小学校には備蓄もあり、校
長・教頭・６町内会長そして婦防にて災害対策本部を設置し、避難者
への対応にあたった」といった意見など、地域の様々な組織・個人の
連携によりうまく避難所運営が行えたと評価する一方で、「行政から
の指示がなかった」、「学校の先生方ともう少し連携が取れればよ
かった」といった意見など、行政、学校関係者との連携を課題とする
意見もあった。

　　また、多くの市民が指定避難所に避難できなかったという事実を受
け、「市民センターや集会所を避難所として活用すべき」、「在宅避
難者に支援物資が均等に提供できるシステムを確立すべき」といった
提案があった。

⑵　備蓄について
　　備蓄に関する自由記述には、「栄養食品を近所に提供できた」、
「商工会からプロパンガスを提供していただいた」など、共助により
生活必需品を確保でき十分だったという意見がある一方で、「備蓄し
ていた携帯トイレの数が間に合わなかった」、「一人暮らしの世帯で
備蓄品の用意ができていない」など備蓄品の不足を課題とする意見も
あり、「食糧、水の備蓄量を増やすべき（最低3日以上）」、「避難所
の備蓄には限りがあるので、各家庭でしっかり備蓄すべき」など、自
助・共助の取組みとして備蓄を進めるべきといった提案があった。　
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